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蓮の花は、池や沼などの湿地に咲きます。だから、根は泥地に張ります。

泥地から茎は水の中を伸びてきて、水上できれいな花を咲かせるのです。

泥から咲いた蓮の花、でも、その花は水をはじき、きれいに開花します。

とても清らかで美しい蓮の花は、決して泥に汚されてはいません。 

その蓮の花は、仏の教えを信じる心、信心にたとえられます。 

私たち人間は、煩悩を抱えて生きています。その煩悩は、決して消し去

ることはできません。どんなに修行をしても、煩悩が消えることはありま

せん。しかし、煩悩を抱えた私たちにも、仏の教えを信じる心が芽生えま

す。悲しいかな、この私が煩悩の身に頷くとき、その煩悩を教えてくださ

った仏の教えに頭が下がり、仏を信じる心をいただくことができるのです。 

煩悩の身に芽生える信心を、泥地に咲く蓮の花にたとえられるのです。

大切なことは、煩悩の身であるということです。蓮の花は、泥地がなけれ

ば、咲くことはできません。仏の教えを信じる心は、煩悩のない身には生

じることができないのです。 

そして、煩悩を抱えたこの身にいただいた信心は、決して煩悩に汚され

ることはないのです。       真宗大谷派 光明寺住職 小林尚樹 
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